



A Portrait of Masaji Inoue:  











Abstract: Masaji Inoue was a forerunner and promoter of Japanese oversea expansion 
in Modern Japan. His field of activities included reclamation of Malay, promotion of 
Japanese immigration to Brazil, and education for those Japanese who wished to leave 
for abroad full of ambition. This paper is aimed to to describe Inoue and his activies by 
mainly shedding light on his personarities and blueprint that he believed would 
contribute to the national existence in the era of the survival of the fittest.  



































































































































年度には内地から 33 名、ブラジル移民の子息 19 名、合計 52 名を第一期生として入学させ
た。その時間割は、週 38 時間のうちに第 1 学年においてはポルトガル語 12 時間、実習作
業が 18 時間と、実学重視のカリキュラム編成であった。13 こうしたことからも、海外に
赴く日本人教育に力点を置いていたことが窺えるであろう。 
井上の携わった事業は他にも多い。たとえば人口問題への関与である。海興社長辞任直
後の昭和 11（1936）年に移民問題研究会を設立すると、翌年 5 月、パリで開催された第 4
回国際人口会議には日本代表として出席した。さらに 13（1938）年 11 月には上海東亜同文





















してもらい、自ら秀吉を任じ、仲間の少年から 8 人を選び、1 人を家康、他の 7 人は賤ヶ岳
の七本槍で有名な 7 人の武将の名前で呼んでいた。14 秀吉は、井上にとって海外進出と立
身出世を最初に教えた人物であったのである。 





しかし明治 25（1892）年 8 月、海軍兵学校が生徒募集をした時点の井上は 15 歳 6 ヶ月で
あり、受験資格の最低年齢に半年足りなかった。すると彼は誕生日を明治 9（1876）年 6 月
23 日とおよそ半年を偽り、戸籍を改竄して受験資格を得た。16しかし試験には不合格となり、
その直後、実力試しで受験した海軍機関学校に合格した。不満を抱きつつも江田島に赴き、






























































































彼の構想は実現した。明治 23（1890）年 9 月、荒尾は職員生徒約 200 名を引きつれて横

































































井上は明治 44（1911）年 12 月 25 日、ふたたびマレー半島に戻り、ジョホールにて森林
の伐採からはじめた。中国人やマレー人を雇って開拓したが、マラニアに侵され、さらに
は猛獣に襲われるなど困難の連続であった。こうして事業を拡大させ、増資、小ゴム園の
合併買収、耕地の拡張を繰り返し、大正 10 年には大戦後の不況にもかかわらず開墾面積 1





















募った中等学校程度の卒業生 20 名が 1 年の修業年限で研修を受ける場となった。その内容
は大半がオランダ語、マレー語、英語に費やされた。38 加えて商品陳列館では付属事業と
して商業実習生制度を設けた。これは会社や商店の委託に応じて採用、第 1 回実習生は内
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